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北海道大学大学院教育学研究科
紀望書第 89号 2003年 3月

バレーボールの初心者に対するパスの技術指導

進藤省次郎*

The Teaching of The Pass Skill for Beginner in 
The V olley Ball Games 

Shojiro SHINDO 

[要旨]バレーボ…ルは，古くから中学校高校の代表的な「運動教材」として位置づいてき

た。しかし，その集罰的戦術を構成する主要な個別技術であるオーバーハンドパスとアン

ダーハンドパスの技能の未溜得者が学生の中にきわめて多い。まず，既存の「指導書」の

「内容」を膝史的に検討しその問題点、と課題を明らかにする。また，それぞれのパスの基本

的運動構造とそれを成立させている客観的な技術を繋理し，それらは，大きくはボールの

「緩衝技術」と「送り出し技術(押し出し技術)Jであることを示す。そして，初心者のパ

スに現れる技術上の問題点を検討し，熟練者の技術の分析からパスの学習において学習

者に認識・習得させるべき教育内容を抽出し，授業における教育内容及ぴ教材構成の視点

を示す。

[キーワード】教育内容，教材，緩衝技術，送り出し技術

はじめに
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本研究の目的は，バレーボールの集団的戦術を構成する個別技術の中で重要な位置を占めて

いるオーバーハンドパス及びアンダーハンドパスに焦点を当て，それぞれの教育内容制と教

材回)の}I領序構造を明らかにすることにある。

バレーボールは，戦前戦後を通じて体育科教育の代表的な「運動教材」として位置づけられ

てきた。学習者にとっては，どちらかと云えば好まれる教材の一つではある。そして，手でボー

ルを保持できないというルールがあるため，中学校高校時代にかなりの時簡をかけて指導がさ

れてきている。また近年，新「学習指導要領J (1998年告示， 2002年全面実施)においても，

小学校高学年 (5. 6王子)にはじめて「ネット型」の球技としてソフトバレーボールが位置づ

けられ，今後さらに中学年でも取り上げられていく可能性がある。

しかし，にも拘らず，筆者の授業のプレテストや「試しのゲーム」で初めて出会う学生たち

の個別技術や集団的戦術に対する技能と認識はきわめて低い。学部や性別によっても異なるが，

特にここ数年はその低下傾向に拍率がかかっているように思われる。部活動経験者をのぞ、けば，

プレテストでは，オーバーハンドやアンダーハンドの初歩的なパスの組形態すら正しく習得さ
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れておらず r試しのゲ…ム」では，オーバーハンドパスは殆ど影をひそめ，腕を無用に振り回

すアンダ…ハンドパス(レシーブ)が多用されるパスラリーとなる。また，パス(レシーブ)→

トス→スパイク(フェイント)による三段攻撃やパスアタックなどの二段攻撃や，その防調行

動としてのブロックなどの目的意識的な集団的戦術の出現率(攻撃率制))は，男子クラスで10%

前後，男女クラスや女子クラスでは殆ど現れないか数%というのが実態であり，学生たちは，

バレーボールの本質的なおもしろさを享受する以前の段階にあるといってよい。

一方 rできる学生」で、ある部活動経験者も， 自分が楽しむことはできるが，個別技術や集団

的戦術のその「でき方Jや「分かり方J (内容)を「できない学生」にうまく教えることができ

ない。「授業ではパスやレシーフ事は結構ゃったけどその仕方を詳しく教わった記憶は無いJ，

ムはたくさんやりましたがゲーム中に何をしたらいいのかはよく分からなかった。スパイ

クやブロックは上手い人のもの……」というのが大多数の学生の芦である。

何故このような実態になるのか。事前のアンケートや学生のレポートなどから分かることは，

第一に，殆どの学生たちは，中学，高校の授業において，個別技術の客観的な技術内容を明確

にした指導を受けていないこと。第二に，個別技術における教材の構成原理を欠落した系統性

を欠いた不確かな教材を学習して来ていること。そして，第三に，個別技術の技能の習得が不

十分なまま， しかも，個別技術と集団的戦術が議離した ム中心」の授業が早くから展開

され，技術・戦術の内容はその中で学習者が「自得」せざるを樽ない状況に寵かれていること

などである。

筆者は，こうした情況を助長してきた背景には，戦前からの伝統的な鍛練主義的体験主義的

な体育・スポーツ観があり， とりわけ， 80年代以降の「学習指導要領」の「基本の運動」に代

表される教育内容として実体のつかみにくい「感覚づくり」や「……の慣れJ をねらった運動

の提示や， 90年代以降の「個人の能力に応じた」と称するゲーム中心の「課題解決型」の「め

あて学習」や選択制授業の強調があると考えるo制)

バレーボールの技術的特質は r目的意識的な集団的戦術(コンビネーションプレー)からの

攻撃とその防櫛による攻助(ラ 1)一)Jにあると考えるが，こうした，、意図的な攻撃を含んだ

攻防グというバレーボールの本質的な「おもしろさj をすべての学習者に習得・認識させるた

めには，攻撃と妨御の偶別技術と集団的戦術の内容が統一的に学習されていく必要がある。し

かし，一方で、，戦術学習が成立するために必要な最低限の個別技術の内容が学習されていなけ

ればならない。

以上のような課題意識から，本稿では，次のような点を検討し提示する。まず 1，パスの

指導に関する先行理論を検討しその問題点を明らかにする。 II，パスの基本的な運動構造と技

術を明らかにし III，初心者のパスに現れる問題点を整理する。 N，初心者を対象としたパス

の教育内容(認識・習得の対象)を抽出し，教育内容と教材構成の視点を示す。

設1)ここでは，教脊内容とは人類の歴史的な笑践のなかでたくわえられた経験やその一般化としての科学

的概念や法射の体系(出現代科学や技術の体系)j (潟村若手雄)であり教授一学留を通して子どもに潔得

されることが期待される知識，技能j (柴問義松)の規定に従いたい。(潟村泰雄教授過程の基礎理論j，

「日本の教育6j，新日本出版， 1976年所収。柴田差益松 r教科教育論j，r教育学大会集31jr第一法規出版，

1981年)。

主主2)ここでは，教材とは子どもたちにより深い認識を形成するための手段として教授然資過程(授業の君主

関)において意味づけられている索材(事笑，毒事象，資料，作品)j (佐藤学)の規定に従う。(佐藤学教
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材と主幹元の構成原理j，学習研究社，柴田義松編者「教育献呈綴成の創意と工夫・下j，1980王手所収入高村

は，教材は「教育内容を正確にになう実体として，子どもの認識活動の直接的な対象であり，科学的概念

や法則の確実な習得を保障するために必要な材料(事実，資料，教具など)j (注1の文献)と規定し，教

具を教材概念の中に含み込ませている。しかし，教呉は教材を認識，習得させるための物質的補助(道主主)

手段であり，教呉と教材は明確に区別されるべきだと考える。運動技術の学習に必ける教材とは「教育内

容としての客観的な運動技術を確実に認識，習得するために学習者が直後働きかける遂動材(逐動課題)j

と規定する。

注3)筆者は，ゲームの 1セット中に，ネットを越えて味方コート内に飛来したボールの回数とコート外でも

触球しインプレーとなるボールの回数の和(インプレー総数)で，二段攻撃と三段攻撃の回数とブロック

の回数の和(意図的な攻撃の総数)を翻った率を攻撃率とよぴ，ゲームの質を泌る一つの尺度としている o

ii. 4 )前学習指導横領の改訂 (1989年)によって， 90年代前半からいわゆる体育の「めあて学潔」が小，中，
E詰で全国的に展開され，その結果，すでに多くの教締や研究者が子どもたちの技能習得や技術認識の返れ

や技能愛の拡大を指摘している。にも拘らず，新学習指導要領(小，中2002圭1:"高2003年金面実施)は，

rw問題解決カ』の育成こそ『目的』そのものであって，技術や知識はそのための手段」であり n何を教

えるか』ではなく H ・H ・何を学ぴたいか……わからせることを授業の課題j (杉山重利他綴小学校体育の

授業j，大修館書1瓦 2000王手)として，さらに「めあて学習」や選択制授業を推進しようとしている。例え

ば，球技の学留においては r今もっているカで」まず「領主主なゲ…ムJをさせ→次に「課題の設定」と「チー

ムの練習」→そして本格的な「ゲームJという授業が展開される。教師が，個別技術や戦術に対する明確な

教育内容を持たずに「ゲーム中心の授業」が展開されると，結局，子どもに「下駄をあずけた授業J と成

らさ、るをえず，すべての子どもたちに確かな技能や認識を身につけさせることはできない。技術や戦術の

系統的な学習と自発的で問題解決的な学習方法は，対立するものではない。

I 先行曜論の検討

わが国にバレーボールが紹介されたのは， 1913年(大正2年)，アメリカのYMCAのF.H.ブ

ラウンによるというのが一般的な定説である。わが国やフィリピン，中華民国などを中心に東

南アジアに広がった 9人制ルールは， 1925年(大正14年)の第2由明治神宮大会の「神宮排球

競技規制」によるものとされ，以来， 1960年代初頭までこの9人制がわが国では主流であっ

た。注1)

ここでは，バレーボールのゲームを構成する重要な運動材の一つであるパスの技術指導に焦

点を絞って，戦前と戦後の幾つかの代表的な「指導書Jlt2)を次の視点から検討する。①パスをど

のように定義づけその運動構造回)をどうとらえているか，②パスの教育内容をいかに精選しど

のような教材を構成しているかの 2点からであるo

1.戦前の「指導書」

大正期は，ノレールがまだ流動的で、あったことや全国的な統轄組識もなかったため，本格的な

は見当たらない。昭和2年(1927年)に日本排球協会が設立され，極東大会で露見し

ていたフィリピンや中華民割に対する技術的な大きな遅れを取り民すねらいから， 日本体育学

会(I日漢字)の依頼を受けて本格的な「指導書」として出されたのが『排球コーチ~ (上山辰二

浅見文林堂.1929年. S 4年， )である。制

この r排球コーチ』の「ボールの打方J (第三主義.第一節.第一項)ーの要領では rボール

の打方とは，パス (Pass)を主たる目的とする……所の，ボールのカを殺して打つ安全な打方

を云う J (傍点筆者 以下母様)とし，オーバーハンドパスの指の使い方から，手首，腕，休，
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脚の使い方までかなり詳細に説明している。しかし rボールの力を殺して……安全な打方jと

述べているわりには r指の使い方jでは「指は楽に開いて伸ばして打つ，強く米たボールを打

つ時は指にカを入れて伸ばすJ，腕は「胸の前に自然に届する……予は顔の前にて掌を前方少々

内側に向けて構え，……遠くへ行る時は強〈弾くように伸ばすJ，脚は「少しく前後に開き，膝

を屈し…・いそれを伸ばしつつ打つ」というように，腿所に「打つJr弾く」という表現がなされ

ており，その自的と矛躍する「教材J が羅列的に示されている。

また，二の「異説と批判」では，初心者によく観られる上からのボールを「予を重ねて打つ

ことJや r両手を撤えて一面として打つJ ことは「絶対に避くべきこと」とし r下からの打

方」としての「握拳で打つこと」や「両手の指を組合せて打つこと」も rコントロールが殆ど

不可能」として強く反対する。これらの「異説」は，初心者には「痛さを感じることもなくて

よい……一面の利もあろうが……コントロールが不可能で……随って興味も一向おこらずJ と

説得的な根拠を示さぬまま決めつけ，ボールや距離の工夫で「痛さの点は何等憂うるに足らぬ」

とする精神主義・鍛練主義へと向かう。そして，実際の指導においては r以上部々に述べた所

を全一的に調和して行るJとし，まず r指の使い方を早く会得さす」ために「手，腕，休，脚

の調和的動作はボールを打たないで，徒手にて……模倣しながらやらす」という「形Jの模倣

とそのドリルによる「形」の鋳型化に陥る。その「コーチの方法Jは r第一期」は r円陣パ

スJ (5 -7人)を r第2期Jは，ネットを境にいわゆる「乱打J (12人程)を位置づけ，ルー

ルは，味方や個人の蝕球数制限なし，ホールデイングやネットタッチありの「最も原始的……

なもの」とし，パス技能の向上に従って漸次正規のルールに近づけるとしている。

この『排球コーチ』以外の戦前の指導理論は，大日本排球協会発行の専門誌、司ド球』の中の

諸論文に散見される。中でも w排球』第四号(1929年，昭和4年)の出口論文「パスに就て」

は，幾つかの間題は含みながらも，運動学的に見て，当時にあっては優れた分析をしている。刷

出口は，まず，パスの「慕本的姿勢」を述べたあと r小学校女児童」が r突指，皮下出血を

したり，手の各関節を傷めたり……排球を初めてすぐ嫌になる」原因を考察し，パスの問題点

を「身体的方面J (運動力学的視点・筆者)から rω抵抗を少なくすること J，r侶)やわらかい

パスをすること J，r(C)遠くパスすることjの三点から整理している。 ωについては r初歩者は
…ボールが充分接近しないのに手を突き出し勝ち」であり r予を顔に引いて静止」してから

「ボールが顔にあたると思う瞬間膝の関節を伸ばしながら手を前方に突き出す」方法がよいと

し，更に r上達してくると自然に覚えるものJとして「手がボールと共に後方へ動く……其の

反動で、前方へ伸び、んとする勢で、ボールは前方へ飛ぶJとする o 信)については r膝，肘の関節を

巧みにパネのごとく使」うこと，(C)では r運動量は力に正比例し時間に反比例するから……ボ…

lレとミートする瞬間に極早〈小さく予を肘から動か」し r身体の斜上に伸ぴんとする力を利用」

するとしているo

これらの三点は，今日でも，パスのねらいや「教育内容」を考える時の考察の視点になると

考える。しかし， ωの「引いて静止してから……突き出すJ という「方法」は，ボールの衝撃
を吸収できないという点から誤った教材であり，侶)や(c)の「教材」も，その掲げたねらいを達

成するには，不十分な教材といえる。

Ií~ド球コーチ』を執筆した上山は，八年後Ií排球~ (第30 1937年)の論文「初歩指導の

要諦」において r基礎技術(パス)は……排球技に於て最も大切なもの……排球はパスに始まっ

てパスに終わる」とし r上方パスの要領」を提示する。『排球コーチ』を引き継ぎながら，ま



バレーボールの初心者に対するパスの技術指導 57 

ず，足から手先までの構えや形をさらに轍密に指示し rボールが予の中に飛んで来るや否や右

に手，足，体の凡てが動作を起こし……ボールが手に触れるや否や指は緊張して恰も弾くよう

に之を打つ」と，指を緊張させた「打つj，r弾く」という動作をさらに強諒している。また，

fパスの指導法」については r1人対3人Jの「投げ与え法j，r二重円或は単丹或は対列など

の方法j，rランダ、」や「サービスを入れた簡易ルールのゲーム」などを示している。

こうした戦前の「指導書」に見られるような，ボールを手(指)で「打つj r弾く J という動

作(内容)の強調や，扇型や丹陣パス，乱打や「簡易ゲーム」などの「諌習法」を通してパス

の技能を習熟させるという考え方は，その後，若干の改良はなされるものの，大きな開題点を

含んで戦後の多くの「指導書」に引き継がれていく。

2.戦後の「指導書J

50年代の代表的な「指導書jlこ，前田豊の『バレー・ボール』がある。前毘は rパスはバレー・

ボールのあらゆる技術の根本をなすj と述べ，その中でも「オーバ…・ノfスJ が「一番基本」

であるとする。まず，その姿勢を，身体の向き(ボールに正体)，身体各部イ立の体勢(脚は左右

または前後に開き，膝・腰の曲げ，足先やや緊張)，指の開きと使い方(十分開き，触球まで脱

力)，腕の使い方とインパクトの位置(十分曲げて，額の前で)の四点から示し rこのような

姿勢で……ボールを会身で、斜上方にはじき出す」と述べ，やはり全身で「はじき出す」と指示

している。そして r手首の微妙なスナップ，腰の入れ方」の重要性は r経験を深めるに従い

納得できる」とし，体験主義的な考え方に立つ。肘)

60年代に入札東京(1964年)，メキシコ (1968年)の二つのオリンピックを経て，我が国

は世界のトップレベルの力を持つようになる。この時期の「指導書」に盟関直王子の『図解，

バレー・ボール~ (1964 年)と加藤橘夫，朝比奈一男他編著『バレーボーノレ~ (1969年)があるoU)

パスについて，前者は rバレー・ボール技術の基本であり，ノfスが全ての攻撃の原動力」と

し，後者は r守備と攻撃を……うまく接続する技術」であり「バレーボールのほとんど総てJ

であり「代名詞である」とする。

そして前者は r上手ノfス」の項の中で，初めて「弾く j r打つ」という表現を使用せず「身

体会体の伸ぴる力で押し出します」という表現でその要領を説明しているo しかし，ボールと

のインパクト前に手を「顔の前で構えます」としている点は，戦前の「指導書」と変りはない。

なお r下手パスj (Under pass)については，戦前から「多用してはならない」と強調されて

いたパスであり，その要領は，組手か揃え手で肘をやや曲げ身体に引き，両腕のスイングと腰

の沈み込みによって身体の近くでボールを打つという方法であり，この点も戦前と変fじはない。

一方，後者は rオーバーパスJのポイントを六点にまとめ rその練習は……とかく単調にな

りがちである」として，指や手首，膝や下肢の強化法(16)，オーバーパスの個人的練習法(8 )， 

二人から三人以上の練習法 (21)，組手パスの練習法(8 )，シングルハンドパスの線習法(7)， 

横転パス(1)の，計61種もの「教材j (運動材)を羅列的に示している。そしてやはり r指

の内側でボールをうまくはじき返す技術」を強調し，他方で r手首・肘・屑・腰・膝・足首と

いうパネとなる要素のすべて」を使うことが強調される。しかし，学習者は，指と後者の各身

体部位をどのように統一するのかが知りたいのだが，その内容と方法は示されてはいない。

なお，後者で特筆すべきことは， r*Jlみ手のアンダー・パスJの重要性を強調しその要領を示
している点である。 60年代は，我が留は九人命Ijから六人命uへの転換期にあった。国際的な試合
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におけるサーブレシーブやスパイクレシーブの 95%以上が組み手による「アンダーパス」であ

り，その成否はゲームの勝敗を直接左右することが強く自覚されてきたからである。

70年代に入り，わが関のバレーボール技術は，男女ともに世界の最高水準に立つ。日本バレー

ボール協会とその関係者は，戦後はじめての本格的な「指導書」として rバレーボールのコー

チング~ (1974 年，以下『コーチング~)を，愛好者への「普及番」として Fバレーボール指導

教本~ (1977年， 1988 年新訂版・以下 f新教本~)を著す。この両著と「新訂版」における「パ

スとその指導法」の理論と方法は，微妙な違いもあるが殆ど同様で、ありD'新教ヱド』中心に検討

する。践的

『新教本』が， 60 年代と大きく変わったのは，初心者はオーバーハンドパスの「体得がひじよ

うに困難である」とし，アンダーハンドによる「組み手ノfスJを最初に位置づけたことである。

「組み手ノfス」は r腰より低いボールや強いボール」を「陸的のところまで送る技術」である

とし，手の組み方，当てる位置，当て方と角度についての「内容」をかなり詳しく示している。

要約すると r手のひらを上向きに重ね親指をそろえ，腕を伸ばし組んだ手を下に曲げ手首をか

えす，ボールが当たった瞬間に肘と腕をしめる」となる。スピードの弱いボールの時は，先の

rコーチンク〉や77年版『教本』では r腕を振ってある一定の方向にとばすJとなっていたが，

『新教本』では r下半身の伸びでボールを送り出す」と微妙な，しかし，重要な変化を示して

いる。 また，スピードの強いボールでは r身体の前で当て，……肘をしめ，やや腕を引きぎ

みにしてボールの勢いを殺す」とし，首肯できる内容となっている。

そして，こうした「内容」を，まず「正面の組み手ノfスj で身につけ，次に r移動しての組

み手ノfスj，すなわち，①前進しての組み手パス，②横移動の組み手パス，③後方移動しての組

み手パス，④組み手のカットパスへと「発農」させる「教材」の順序が示されている o

F新教程J ，土，オーバーハンド、パスの「内容」の捉え方においてもかなり前進がある。まず，

パスに入る前の「構えと動きの基本姿勢」を詳細に示し，実際のパスのボールコンタクト時に

使われていた「打つj，rはじく」という表現が無くなり rボールに正対し，予を顔の前に位置

させ……手首のスナップ，指のパネ，肘の屈曲，題関節，膝，腰を十分使ってボールの勢いを

殺し，その反動で身体全体(とくに手首と膝)を使ってボ…ルを送り出す」という従来の「指

には見られない「内容J と表現になっている。

「打つ」・「はじく j という音楽と「勢いを殺すJ・「送り出すj (押し出す)という言葉(動詞)

では，学習者がパスという運動に入る前に全く巽なる運動像(動作イメージ)を抱く。間前者は，

ボールという対象に対して「急、激にj，後者は rゆっくりと」働きかけるイメージでありD'新

教本』の表現はオーバーハンドパスの「内容」を反映させようとしているといえる o

そして，これらの「内容」を習得させるための「練習法」として，オーバーハンド、パス型の

「キャッチボールj，r個人の直上ノfスj，r対人ノfスムそして r移動しながらのパスj，すなわ

ち，①「前進してのパスj，②「もぐり込んで、のパスj，③「左右移動してのパスム④「パック

パスj，⑤「ジャンフ。パス」などを，それぞれ数種類ずつ提訴する。

以上，個別技術としての「パスの指導法(理論)jに限定して戦後の主な「指導書j を検討し

てきたが，既存の「指導書」に総じて雷えることは， (1) パスという鋼別技術の基本的な運動

構造とそれを成立させている客観的な技術内容を十分に解明していないこと。 (2) 学潔者の立

場にたった技術内容の教育内容(認識・習得の対象)化が不十分なこと。 (3) 不十分なながら

も抽出された教育内容を含み持たない不確かな「教材j (練習法や簡易ゲーム)が多く，学習者
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は集中的効率的に技術内容を認識し習得することができないことなどである。

注1)池回光政「バレーボールの技術史J，津野雄三・多和建雄編「スポーツの技術史J，大イ隣室主妻鹿， 1972年

所収。

注2)ここでいう「指導議」とは，それぞれの時代においてバレーボールの技術指導に一定の影響を与えたと

考えられる団体や個人の著作をいう。

注3)マイネルは，スポーツの運動構造を「あるひとつのまとまりをもった Bewegungsablauf(運動経過.筆

者)の全体のなかに特徴的な浮き彫りになる務局留を区別し，それらの各局面や局濁相Iiの関係は設定さ

れた運動課題や与えられた情況や条件に左右されるといったさな体の成り立ちJ (K. "7イネル著，金子明友

訳 rスポーツ運動学J，太修館言寄宿， 1981王手， p.455-456) とするが， ここではそれに従いたい。

注4)本番及びそれ以外の「指導警」の!日仮名づかいの表現は，すべて新仮名づかいで表現する o

注5)出口論文以外では r書評求J (第2号)の田中清「パスの要領J，矢頭募代泰「基本的練習と3主要領」が参
考になる。

注6)前田豊「バレー・ボールJ，a庄文社， 1951年。
主主7l豊田直平「図解，バレーボールJ，不味ゴ主出版， 1964年。加藤橘夫，朝比奈-5号他編「スポーツの科学的

指導ノ〈レーボールJ，不味堂出絞， 1969年。

注8)松王子康隆，皇室殴樽，大野武治，稲山宏子「バレーボールのコーチンクソ，大修館苦手1苫， 1974-4'，及び， 日

本バレーボール協会指導管及委員会「バレーボール指導教本J，大修館番1苫， 1977年(新訂版 1988年)。

1972年のミュンへンオリンピック大会で臼本男子チームが悲願の優勝(女子は2位)を遂げ，ソ速に並び

男女ともに世界のトップ。レベルに立った。その頃，松平康隆，皇室回博ら沼ヱドバレーボール協会関係者が，

「名実ともに世界最高のバレーボール教科書書Jとしてまとめたのが 前者である。また， 1976年のモントリ

オール大会(女子が2度民の優勝，男子4佼)の後，バレーボールの愛好者への普及と参考のために出さ

れたのが後者である。

注9)r打つJなどの動詞は，主体がなんらかの客体(または主体自身)に働きかける行為を現わす言諮であり，

主体はある勤務(言言語)に対して自分の経験で蓄穣しだなんらかの運動像(運動プログラム)をその行為

を実行する前に持っと考える。

II パス(トス・レシーブ)の基本的運動構造と技術

筆者は，球技におけるパスを，-攻撃側のより有利な時間的物理的空間の創出のために味方に

ボールを継続する攻撃行動J と規定する。パスは，ある時間的空間的経過の中で一回で終了す

る非循環運動(非閥期的運動)であり，どんなパスもある一定のまとまりのある運動構造をもっ

ている。

それは，運動を準備する準機局面，目標に正確にボールを送るという運動課題を実際に直接

的に解決するための主要局面，そして，運動を終了させる終末局面という三相の基本的運動構

造から成り立っている。削

ここでは，球技におけるいわゆる「構えの姿勢」に普及した上で，オーバーハンドパス及び、

アンダーハンドパスの基本的運動構造とそれを成立させている運動技術叫について整理する。

1 r構えの姿勢」

球技においては，ボールを待ち受けるときの「構えの姿勢」の重要性がよく指摘される。バ

レーボールやテニスや卓球などのネット翠の球技では，特にそれが強調される。 Iでみた多く

の「指導書Jの中でも，-いつでも次の行動が起こせるように」とか「気持ちを集中するため」

とその重要性を述べているが，科学的な根拠については触れられてはていない。
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「構えの姿勢」とは，いわゆる「中腰の姿勢」といわれ，足関節，膝関節，股関節，肘関節を

鞍く屈曲し，頭部および体幹をやや前傾させた姿勢である。(写真A)

衣笠らは，この姿勢は， Howorthの古い研究 (1946年)によって明らかにされた「恭本的動

的姿勢J (basic dynamic posture) と呼ばれる姿勢であるとし，彼が「この姿勢により骨格筋

は中等度の緊張状態におかれ，身体の王子衡は保たれ，どの方向にも早しかっ力強い運動を起

こすことができ……この姿勢はすべての運動の基本となるJ と述べた点や，また，福田が「全

身の筋肉を軽い緊張状態におくことにより，反射をよく引きおこすことができる」制とした研

究を承認する。しかし，両者が「各関節角度の定量的な分析」を行っていない点に注目して研

究を進め r股関節及び，膝関節をともに 70
0

屈曲した姿

勢において応答時間が最も短縮された」と報告してい

る。削また，盟関らは r構えの姿勢」と眼球運動の反応

時間の関係を研究し r娘球運動反応時間は，基本的動的

姿勢でもっとも錯し特定の部位の姿勢変化では，安定

立位姿勢に対して頚部前屈位，膝屈曲位で有意に短かっ

たJ と報告している。肘}

このように，球技における「構えの姿勢」の意義は，

人間の目的意識的な「次の運動j の準備の姿勢として生

理学的に根拠づけられる。また，対象へ意識を集中させ

るという点からは心理学的にも根拠があり，学習の対象

として明確に位置づけられる必要があると考える o

しかし，初心者はどのような運動の時も過緊張になり

やすいく，具体的な指導においては適度にリラックスし

た「構えの姿勢j の指導が求められよう。

2.オーバーハンドパスの基本的運動構造と各局面の技術

写真A r構えJの動作

オーバーハンドパスは，味方がレシーブ(第一コンタクト)したボールや，相手側からの比

較的スピードの緩いサーブや返球に対して，そのボールを顔(額)の前上方で両手(緊急、時は

片手)で処理し，正確に味方に送り味方の攻撃行動を継続し創出するための重要な攻撃的な個

別技術である。パスとトスのその発麗的な技術内容は，それぞれの目的からみて区別して考察

されるべきものと考えられるが，両者の基本的な運動構造(粗形態)やそれらを形成する本質

的な技術は重なるものと考え，本稿では両者を統一的に捉えて考察する。

Iでみたように， 60年代後半から 70年代前半を境に，オーバーハンドパスは，正確にボール

を送るという運動課題を達成させるためのさばき方=技術(内容)が大きく変化してきているo

60年代以前は，脚の各関節と腕(肘)の屈曲からの急激な伸農と緊張させた手指の突き動作に

よって「ボールを打つ(弾く )Jというさばき方が主流であり， 70年代以降は，手と椀の屈曲を

中心に身体全体でボールの衝撃を吸収し，脚の各関節の伸援に連動させた腕と手指の滑らかな

伸展による押し動作よって，柔らかく「ボールを押し出す(送り出す)Jというさばき方にへと

変化してきている。ここでは，現在の到達点としての，この、柔らかく押し出すグパスの基本

構造と技術を考察する。

オーノfーノ、ンドパスの準備局面は，予想するボールの落下位置に確実に入り，膝をやや曲げ
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た状態で両腕を顔の斜め上方に挙げてボールを待つ姿勢から，落下に合わせた手首・肘・膝の

関節の屈曲によりボールを額の前まで呼び込み，ボールが一瞬とまる局国までである。(写真B

①~④) 

このオーパーハンドパスの運動構造を明確に示しているのは r外国書JのA.V.イボイロフ

の fバレーボールの科学』やG.シュテイラーらの『ボールゲーム指導事典』などであるが，前

者は，その「第一局面J (準備局頭)を「ボールに対する両手の呼応運動(迎えにいく運動)の

局面J，すなわち，ボールに手と腕を伸ばした所までとしており，また，後者は r目的の場所

へ動き，その場でパスの構えをとるJ ところまでとし，ボールの呼び込み(腕の引き)動作を

主要局額に位置付けており，その点で問者はほぼ一致している。制

非循環運動の準備局面では導入動作が行われるが，それは，主要局衝の運動とは反対方向に

行われ(マイネル)，主要局面で発探されるエネルギーを蓄え運動の方向を定めるという機能が

あるということからみて，両者の捉え方には開題がある。

この局面における主要な技術は，飛来するボールと手指との関で生じる衝撃をいかに和らげ

るかというボールに対する、緩衝技術グである。初心者には，この緩衝技術が認識され獲得さ

れていないため，突き指や骨折などの傷害を招きやすい。熟練者は，この緩衝技術を長い学習

の中で獲得している。写真B②，③，④に見られるように，コンタクト直前まで両腕はやや高

く顔の斜め前上方に挙げられ，ボールを待ち受け，やや上方で関らいた指にコンタクトした瞬

間に，素早い手替の背崩と肘関節の題曲とそれに向期させて膝関節を屈曲させることによって，

ボールを呼び込みボールとの衝撃を吸収するのである。このとき，背屈した両手の親指と人指

し指は額に触れるほどに接近し，届曲し斜めに開いた肘は手の位寵よりやや前に位罷している。

身体全体から見ると，手首，肘から膝，足首関節まで十分に柔らかく曲げられ重心位置が最も

低くなる。

主要局面は，写真B@のボールが一瞬止まった瞬間から，身体の各関節，すなわち，足主主，

膝，腰(股)膚，前，手首の各関節が十分に伸展し，ボールが目標に向かつて押し出され指先

から 1)リースされるまでの局面(写真B⑤，⑥)である。ここでは，ボールの方向が切り替わ

り，目標に向かつてボールを正確に送り出すといっパス本来の目的を達成しなければならない。

この主要局面での重要な技術は，下肢で創出したエネルギーと上肢(腕と手首と指)で創出

したエネルギーを合流させ，それらをいかに無駄なくボールに伝えるかというエネルギーのY云
導技術グであり，もう一つは，そのエネルギーをボールの中心に集中させ正確に目標に送り出

す(押し出す)という、投擁技術グ(押し出し技術)である。

このエネルギーの伝導技術は，現象的には身体全体の一瞬の伸展のうちに行われるため外か

8① B② B③ B④ B⑤ B@  B⑦ 

写実8 オーバーハンドパスの基本構造
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ら観察しにくいのだが，実際には，足首，膝，股関節の伸壊で生み出した床反力からのエネル

ギーを体幹に伝導し，屑，肘，手首，指の各関節の順序よい伸展により創出したエネルギーに

合流する技術である。ここでの動作技術は，足首と膝から屑，椀，手への順序'1'生のある連結動

作である。また，ボールの押し出し技術は，体幹からのエネルギーをもらいながら，主として

腕の伸展と手首のスナップを中心に行われるのであるが，最も大切なことは，ボールの中心に

力が集まりボールがむやみに自転せず，目標に向かつて柔らかく正確なボールが送れることで

ある。ここでの動作技術は，膝の伸展に同期させた前上方への両腕の伸展と手首の返し動作(ス

ナップ動作)，その中でも特に，腕の伸展によるボールの押し出し時の明確な「前腕の閣内動作J

L 手首の返し動作の時に親指側と人指し指・中指側を接近させながらボールの中心にしっか

りと指を伸ばしていく「指の伸展動作J (写真B⑦)である。

オーバーハンドパスの終末局面は，ボールをリリースした後の運動を消失させるまでの局面

である。ここでは， リリース後すぐに元の姿勢に戻るのではなく，約 1，2秒，両足と腕はほ

ほ真っすぐになるまで伸ばし，伸ばした調子をはなさずにむしろやや接近させる。そのことに

意識を焦点づけることによって力がボールの中心から分散しにくくなる。その後，身体全体の

筋の緊張をだんだん解色両肘を楽に両協に引き元の姿勢に戻るo

以上が，オーバーハンドパスの基本構造と各局面の技術であるが，これら三局面は相互に関

連し規定しあっている。

3.アンダーハンドパスの基本的運動構造と各局留の技術

アンダーハンドパス(レシーブ)は，相手側からのサーブ、やスパイクなどのスピードの速い

ボールの衝撃を和らげて味方にボールを継続し味方の攻撃行動を部出したり，味方がコンタク

トしたあとの腰より低いボールやコートから大きく逸らしたボールや，相手側のフェイント攻

撃などの前方の低いボールを上に上げて味方に継続するための重要な守備的個別技術である。

アンダーハンド、パス(レシーブ)は，緊急、時を除いて基本的には両手による組み手ノfスであり，

ボールの質や方向に対応してボールコンタクトの位置が変わるため，オーバーハンドパスに比

べて目標への正確さは欠けるが，綾いボールにも正面及び、左右の強くて速いボールの処理も可

能であるという点では，相手の多様な攻撃行動に対応が可能な重要な守備的倒別技術である。

60年代以前は，身体全体(脚)の動作をあまり使わず屈曲した腕の振りから手指で「ボール

を打つ(弾く )Jきぱき方が多用され， 70年代頃から，身体全体(脚)の伸展動作を中心に伸展

させた腕の前腕下部で柔らかく正確に味方に「ボールを送り出す(押し出す)Jきぱき方が主流

となってきている。ここでは，現在の到達点としての後者のアンダーハンドパスの基本構造及

び技術を考察する。

アンダーハンドパスの準備局面は，楽な構えの姿勢からボールの落下点に入り，ボールを待

ち受けるまでの局面である。この時の重要な動作技術は，まず，肘関節の伸展と手首(接骨・

手根骨関節)の返しによる正確な組み手で面を作る「商形成動作」と，次に，その組み手を前

に出しながら上体をやや前傾させ，足を広めに開き膝と腰を鋒ろして安定した姿勢をつくる

ボールの「待ち受け動作」である。(写真C①，②)組み手の面形成で大切なことは，肘関節を

伸展させながら前腕をしっかり回外して確実に手首を返し(組んだ指を下方へ)，ボールコンタ

クト時に肘の崩曲を招かないように肘をブロックすることである。待ち受け動作では，効き足

をやや前に出し足を屑幅よりやや広めに開き十分に腰を降ろし，ボールの落下方向の下に重心
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位置を持ってくること。この時，両腕は屑のやや前方下に置き身体に近づけ過ぎないことであ

る。

主要局面は，目標にボールを直接的に送り出す局面であり，待ち受け動作から，両足(膝，

股関節)を伸ばながら腕(前腕の下三分のー)でボールにコンタクトする局面である。(写真C

③~⑤及ぴ写真D③~⑤)

この主要局面における重要な動作技術は，飛来するボールのスピードに対応して大まかに

いって三つあるといえる。どの動作技術も脚(足首，接，股)関節の伸展動作を中核とすると

いうことを前提としつつ，一つは，比較的ゆるいボールには，脚の伸展に間期させた両腕の前

上方へのややブやレーキのかかった振り動作によるボールの「送り出し動作」である。二つめは，

中程度のスピードのボールに対しては，伸ばした腕は静止させたままでの，主として脚の伸展

動作を中心としたボールの「送り出し動作」である。この二つの「送り出し動作」時の緩

心)の移動は，ボールの早さや目標点によって多少異なるが，基本的には前上方へのやや押さ

えぎみの移動となるo そして，三つめは，スパイクや早いサ…ブなどに対応、させた，間腕と体

幹の引き動作によってボールの衝撃をやわらげる「緩衝技術」を伴ったボールの「送り出し動

作」である。早い強いボールの緩衝技術を伴った「送り出し動作」時の腰(重心)移動は，

早いやや後ろ上方への移動となる。熟練者は，この三つの動作技術を正確に使い分けている。

すでに検討した殆どの は，ーと三の緩いボールと早いボールに対する「技術内容」

C① C② C③ C④ C⑤ 

写真C 高い位置でのアンダーハンドパス

D① D② D③ D④ D⑤ 

写真D 早い低い弾道のアンダーハンドレシーブ動作
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にしかふれていない。いずれにしても，アンダーハンドパスの動作技術においては，下肢(脚)

の押し上げ動作によるがボールの制御が中心で、あり，腕の振り動作を中心にして税調すること

は抑制されなければならない。

終末局面は，ボールコンタクト後から運動を終了させるまでの局面である。ここでは，ボー

ルのコンタクト後，腕の上方への運動は抑制され，膝関節と股関節の伸展が続き上体が目標方

向にさらに伸ばされること，強いボールの時はやや後ろ上方にさらに引かれることが震要であ

る。ボールをより正確に目標に向けるためである。その後， リラックスして元の姿勢に廃るo

以上が，アンダーハンドパスの基本構造と各局面の動作技術であるが，いうまでもなくこれ

ら三相も相互に関連し規定しあっている。

注 1)この非循環運動の構造論的把握は，マイネルの運動学(K.'?イネ/レ rスポーツ運動学j，金子明友訳，

大修館書庖， 1981年)に依拠している。

注2)スポーツ過程(合目的的活動)は，道具や焔設や競技~筒，二仁や7](や空気といった自然的物質的手段な

しには成立せず，その意味からは「合目的的な運動の仕方」はこれらの「手段」に裁定され含み込まれて

いる。そこから金井は，こうした運動の「仕方」・「情報」は技能であるとし，スポーツ技術は「スポーツ

手段の一定の特殊な体系(システム)であり，またその体系一般」と捉える。(金井淳一「スポーツ技術と

科学j，伊藤高弘他綴「スポーツの自由と現代j，青木警庖， 1986年所収)これを首脅したい。しかし，本

穏では運動の侭別技術の指導問題に限定して論をすすめるので，矛盾を覚悟で，ここでは技術(運動技術)

弘一般的に使われている「あるスポーツの課題をもっともよく解決するための合理的な，合目的な，経

済的な仕方j (マイネル)とする規定に従いたい。

主主3)福国 精，運動姿勢の反射生理 r運動と平衡の反射生理j，医学議院， 1957年。

主主4)衣笠 隆，藤間紀盛，問中英彦，踏出し応答時間に及ぽす股関節及ひ、膝関節角度の影響j，体力科学，

34， 42-50， 1985年。また，衣笠らは「本研究の反応動作において，反応時間や運動時間にたいして，股

関節角度の変化よりも終関節角度の変化の影響が大きかった」と報告している。なお， Howorthの文献は，

衣笠論文に依拠， (B' Howorth Dynamic postur巴].A.M.A.，131， 1398-1341， 1946)。

設5)図図賢治，藤原勝夫，悶田守彦「構えの姿勢の違いによる眼球運動の反応待問の変化j，日本バイオメカ

ニクス学会第 11回大会論集，北川 議編「動きとスポーツの科学」所収，杏林察院， 1992年。

注6)A.Vイボイロフ「バレーボールの科学j，本多英男訳，若手流社， 1989年およぴ， G.シュテーラー， 1.コ

ンツアック， H.デーブラー「ボールーゲーム事典j，農水溺彦監訳，大修館害警Ji5， 1993年。なお，イボイ

ロブは，準備局簡を第一局衝とよぴ，主要局頭を第一微局面(クッション)と第二局部(ボールに新しい

運動を伝えボールが商手からとび出していく)に分けて考察している c

盟初心者のパス(トス・レシーブ)の技術的検討

1 .初心者のオーバーハンドパス(トス)に現われる問題点

ここでは r体育学 1 バレーボールの技術と戦術J (1年目学生対象)の授業(1時限目)

のプレテストや「試しのゲームJ において共通に現われる，学生たちのオーバーハンドパスの

運動構造(粗形態)の特徴と各局面における技術上の開題点を明らかにする o

まず，準備局面においては， (1). r構えの姿勢J (基本的動的姿勢)が無く，重心位置が高い

腰高の姿勢のままボールを見上げて待つ。そのため，ボールへの前後左右への反応が遅くなる

こと。 (2).ほとんどの初心者は両足を前後に開き，頭部をやや背屈して脊柱を反りぎみにする。

そのため左右へのバランスが悪くなる。 (3). ボールの落下の開始前後で早めに腕の号出動作を

開始し，両肘を左右に広げ手首を十分に背属きせずに腕と手指全体を緊張させる。この腕の動
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作に同期させてやや膝を届出し腰(重心)を落としてボールを待つ(写真E①，②，③，④)。

この腕の引き動作と膝の屈曲を完了させてボールを待つということは，ボールを呼び、込んでそ

の衝撃を和らげる緩衝作用を不可能にすることを意味する。これは初心者の一般的傾向であり，

そこにはボールを目標に飛ばそうとする心理が強く働いていると考えられるo というより，か

れらはボールの衝撃を和らげるという意識すら持っていない。

E① E② E③ E④ E⑤ E⑥ E⑦ 

写真広初心者のオーバーハンドパス

主要局面においては， (1).落下するボールに向かつて腕を急、速に伸ばし手指でボールをはじ

くように動作する。そのことが，インパクト時に大きな衝撃を生み出し，突指やJ1¥のけがなど

の最大の原悶となる(写真E③→⑤)0 (2).膝が十分屈曲されず腰(重心位霊)が高いた下肢(脚)

でエネルキ:ーを餓出できず，いわゆる「手打ちj になること o (3). 意識が手とボールに(腕の

動作)集中するため腕の動作がやや早くなりがちで，足→膝→腰(股)の各関節の屈曲・伸展

という脚の動作との協応動作が不十分である。そのため，下肢と体幹で生み出されたエネルギー

を腕から手・指へと十分に伝導することができず，ボールを高く速くへ送ることができない。

(4).脊柱を反らし陪肘を開きぎみの状態から一気に腕を伸ばし，手首を掌届させながら指でボー

ルを弾くため(写真E③，④，⑤)インパクト時にエネルギーがボールの中心から分散し，ボー

ルが無用に自転したり目標からそれやすくなる

そして，終末局頭においては， (1).伸ばされた両腕は十分に内転(回内)せず，手l土掌屈し

て肩幅より広げられる。 (2).頭部が背屈し顎が開き，媛高となり重心位置を高くし不安定な体

勢で運動を終わらせる(写真E@，⑦)。このため，ボールの中心にエネルギーが集中せず安定

した柔らかい山なりのボールが出せないこと。そして，次の行動への対応を還らせることにな

る。

以上，初心者のオーパーハンドパスに現われる問題点を三局面構造から見てきたが，いうま

でもなく各局面は相互に関連しあっており，これらの問題点も相互規定的である。これらの問

題点から，初心者のオーバーハンドパスの技術指導における教育内容が浮き彫りにされてくる

が，詳しくは次章にて述べる。

2.初心者のアンダーハンドパス(レシーブ)に現われる問題点

ここでは，授業の中で共通に観られる初心者のアンダーハンドパス(レシーブ)の運動構造

(粗形態)の特徴と，各局面に現われる技術上の開題点を明かにする。

まず，準億局面においては， (1).オーバーハンドパスの持と同様に，正しい「構えjの姿勢，

すなわち，片足をやや前に出し両足を庸幅より広めに開き十分に腰を落とした「基本的動的姿
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勢」がしっかりととられず，狭い足輔で両足を前後に開き，重心位置の高い腰高の姿勢でボー

ルを見上げる(写真F①)。そのため，早いボールや左右のボールに対しては対応が遅れるかほ

とんど対応できなくなる。 (2).間腕の正しい組み手と手首の背屈および肘の伸展による面の形

成がなされず，手首や肘に緩みがあること。このことは，ボールのコンタクト時の角度形成に

決定的な悪影響をおよぽす。そして， (3). ボールの飛来に合わせて，上体の前{頃， fi真部の後屈，

腰の後ろへのヲiき動作を悶期させ，重心位龍を保ったまま両腕を組んで前下方からさらに体に

近づけボールを待つ(写真F②)。この顎を上げ両腕を引き付けた準傍動作は，腕の振り動作に

よってボールをコントロールしようとする意識の現れと考えられるが，次の主相における大き

な問題点をもたらす。

目標にボールを送るという主要局逝に現われる問題点は，前述した準備局面における両腕に

よる面の形成や「構え」の体勢とも関わっている。まず，コンタクト直前に，初心者は， (1). 

体に引き付けた腕を，飛来するボールの方向に振り出す(屑角を拡大する)ことによってボー

ルを捉えようとすること。また，その腕の振り動作に周期させて一気に膝を伸展させること。

F③，④)この腕を振ってボールを制御しようとする傾向はボールのスピードに関わりな

くあらわれる。このことは，ボールの飛来速度(力)と腕の振り速度(力)と藤の伸展速度(力)

がプラスされた単純な腕による打撃運動となり，腕(体)による緩衝作用が働かずボールが飛

び過ぎる傾向を生むこと。また，ボールを待ち受けず膝を伸展させ腕を振ることが，上体を不

安定にしボールの打点(コンタクト位置)を手首の賠辺に安定させることを国難にする要因と

なる。 (2).両腕による部の形成が不十分なため，コンタクト時に予言が掌屈し前腕および上腕

の屈筋が働き貯の崩曲をまねきやすくする。そのためボールのコントロールがきかなくなるこ

と(図 1 A)。

そして， (3).低いボールに対しては，重心位援を下げずに更に上体の前傾を深くして腕を振

る動作(図 1-D)で対応しようとするため，前方に直線的なボールを送ることになる。 (4). 高

いボールに対しては上体の起立と後傾による腕の振り動作(図 1-B， C)で対応することに

よって，ボールを後方に逸らすことが非常に多くなる。 (5). 早いボールや左右や正衝の高めに

飛来するボールに対しては，重心位置が高いことと腕の振り動作で対応しようとするために，

ほとんどの初心者は正確にボールをコントロールすることができない。

終末局簡においては，コンタクト後も腕の振り動作がつづき罵角が大きく拡大され，腰(重

心位霞)もさらに上昇し，つま先だった不安定な体勢で運動を終了させる(写真F⑤)。このこ

とは，次の行動への対応、を遅らせることになるo

F① F② F③ F④ F⑤ 

写真F 初心者のアンダーハンドパス
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? ?  
A.(手首の望書属、肘の組曲 B.(]童心と腕の高位)

ミチ:。
C.(後傾による腕の高位) D.(療の引き過ぎと頭部後筋)

国 1 初心者のアンダーハンドパスのインパクト時に現われる欠点

以上，初心者のアン夕、、ーハンドパスに現われる技術上の問題点を三局面構造から見てきたが，

オーノてーノ¥ンドノfス関様，これら各局菌における開題点は相互に関連し規定しあっているo

W 教育内容の構成と教材の)1蹟序構造

1 .教育内容構成と視点

一般教育の分野に比べて体育教育(運動学習)においては，戦前戦後を通じて，学習を通し

て認識・習得させるべき内容=教育内容とそれを習得させる手段としての運動材=教材が明確

に区別されてこなかった。叫

井芹は，水泳の初心者に対する技術指導において大きな成果をあげている「ドル平泳法J の

「教育内容」と「教材」を整理し，学習指導要領の指導のそれらとの比較を通して運動学習にお

ける教育内容と教材を誌加することの有効性を強調している。叫その有効性を認めたい。筆者

は，体育科教育の中心的課題である運動の学習における教育内容は，、あるスポーツ種目やその

運動材に含み込まれている学習者に認識し習得されるべき客観的な法則性を持った技術や戦

術グであると捉える。 IIにおいて，二つのパスの基本的運動構造と各局面の主要な技術を整理

したが，これらの主要な技術が学習者の認識・習熟の対象(教育内容)となると考える。しか

し，これらの技術は熟練者の技術であり，これらをそのまま初心者に当てはめて教えることは

できない。学習者が「分かり，できる内容」として再構成きれなければならない。ところが，

殆どの「指導書」では「身体全体で受け止め……全身でボールを送り出す」とか Iこのように

……するとよい」とパスの主要な動作を大まかにそのまま指示し，幾つかの「段階的J な運動

材(練習法)を用意しドリル的に学習させている。学習者は，各運動局面の主要な技術に対す

る認識や各局面の相互関係の認識のないまま，足先から指先までの技術(内容)を一度に試行

錯誤的に学習することとなる。そのことが，たとえそれらが試行錯誤を通して学習者の技能と

して習得されたとしても，それらを他者に客観的な内容として伝えることができない大きな理

由となる。

学習者は，中学校高校の授業において，パスの練習中に一度や二度必ずといってよいほど痛
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い思いをしている。中には突き指などのけがをした者も少なくない。学校の体育の技業におい

て，こうした「痛さ」や「苦しきJやけがを伴うのは，学習した内容や教材に何らかの誤りや

無理があるからである。パスの教育内容の構成は，こうした心理的身体的苦痛から解放され，

しかも確実に技能を積み上げていけるように構成きれなければならない。

そのために，以下ような視点からパスの技術指導の内容を構成する。第一は，パスという運

動の法則的必然性を誰もが理解でき容易に体現できるような，中核的な技術を学習の最初に位

龍づける。すでt見たように，それは，ボールの衝撃をやわらげて「痛さ」やけがから学努者

を解放するボールの緩衝技舗の認識と習熟である。オーバーパスは，本来，三局面が融合し連

結したーまとまりの運動であるが，この重要な綬衝技術を明確に理解させるために主要局面か

ら準備局面を意関的に切りはなして学習させる。第二に，その中核的技術の理解と習得を前提

lこ，各局面の主要な技術認識とその動作連結(融合)というパスの構造論的な認識内容を脹ら

ませ深化させる。ここでの主要な教育内容は，緩衝技術を含み込んだボールの早さ(時間)と

方向(空間)に対応した正確な「送り出し技術Jの認識と習熟である。第三に，これらの技術

内容に，時間的，空間的，力動的条件を付す。すなわち，初期的には，時間的にはゆっくりと，

空間的には小さな広がりの中で，カ動的には少ない力でというように条件設定をし，その条件

を漸次的に拡大させることによって無理なく確実に認識と習熟を脹らましていけるように内容

を設定する。

(1 ) オーバーハンドパスの教育内容

0準備局面の教育内容

準備局面では，まずは， リラックスした「構えの姿勢」からボールの落下点に移動し，両腕

をやや高〈上挙してボールを待ち受ける「待ち受け動作」と r痛さ」やけがを防ぎ主要局面の

運動のエネルギーを蓄えるというもっとも重要な技術である緩衝技術を教育内容として位置づ

ける r待ち受け動作」では，まず，ボールの落下点のやや後ろで効き足を半足前に出し両足を

巾ぐらいに開き，膝をやや曲げて上体をやや前傾させ顎を開きすぎずにボールを見ることが

大切で、ある o 初心者はIIIでみたように腕を早く引きすぎてしまい緩衝動作を不可能にしてしま

いやすいので，両手を挙げ両腕をやや高く伸ばして待たせて落下してくるボールにその手の位

置でコンタクトさせる。と同時に，手誌の十分な背屈とそれに同期させて肘を屈曲し，額の前

までボールを柔らかく引き寄せる引き動作で衝撃をやわらげることを理解させるo 緩衝技術で

は，この手首の背屈と肘の屈曲による動作技術を第一段階として位置づける。その習得にとも

なって藤，腰の屈曲をも同期させ，序々に全身の屈曲(クッション)による緩衝技術へと発展

させていく。時空間的には 2，3mの小さな空間でゆるいループ状のボールから学習し，習

得に伴って空間を少しずつ広げていく。

0主要局面の教育内容

ここでは，下肢(足，ひざ，股)の各関節の伸展動作とそれに連動させた上肢(肩，肘，手

首，指)関節の伸展動作へのエネルギーの「イ云導技術」と，上肢によるボールの「押し出し技

術」が学習の中心となる。初心者は，腰が早く伸びてそ子だけの動作になりやすいので，手首と

肘と膝の柔らかい屈曲でボールを一度止めた状態から，腕の伸展動作と手首の返し動作(スナッ

プ動作)でボールを柔らかく押し出す動作を習樽させる。このとき大切なことは，貯の伸展時

の上腕の内旋と前腕の国内動作と，手首の返し動作時の「指の伸展動作」を明確な内容として
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イ立援づけることであるo ボールがリリースしてもなお左右の予(人指し指の付け根)を伸ばし

ながら接近させることに意識を焦点化する。このことによってボールの中心から力が分散しに

くくなる。はじめは，ゆっくりとした下半身からの押し出しを意識させながら，漸次的に全身

での素早い大きな動作へと導いていくことが求められる。

0終末局面の教育内容

終末局面では， リリース後もすぐにリラックスきせずに践と腕の伸壊と両手の接近をし 2 

秒続行させ，その後，楽な構えに戻させる。

以上が，最低限学欝させたいオーバーハンドパスの教育内容(動作技術)である。

(2) アンダーハンドパスの教管内容

0準備局面の教育内容

まず，正しい組み手による「面形成動作Jが初めに位置づく。このボールとのコンタクト商

を正しく形成させることはきわめて大切で、ある。それは，アンダーハンドパスでは肘のゆるみ

がボールの反射方向に決定的な誤りを生むからである。腕をしっかりと伸ばすことは大切だが，

さらに重要なことは腕の伸展に同期させて組んだ手首をしっかりと床に向けて背屈させること

である。そうすることによって前腕が毘外して上に向き，肘がブロックされて屑，腕，手によ

る正しい逆三角形の面が形成される。しかし，手の握りはあまり強くさせない。全身の緊張を

招くからである。もう一つは，落下点に早く移動し，効き足をやや前に出し屑幅よりやや広く

両足を開いて重心を下げ，腕をやや下しながら安定した「待ち受け動作」を境てずにつくるこ

とを指導する。

0主要局関の教育内容

主要局面での大切な内容は，ボールのスピードやコース(位霞)に対応したボールの「送り

出し動作」であり，特に，対応するスピードの違いによって大きく三つの技術内容がある。比

較的緩いボールには r待ち受け動作」から，主として膝関節と股関節の伸展動作による上体の

前上方への移動に同期させた，抑制された(ブレーキのかかった)腕の振り動作による「送り

出し動作j が内容となる。ここでの学習者の認識内容は，脚の伸麗動作(押し上げ動作)に腕

の振りは従属するということ，すなわち，腕の振りを最小限度にとどめることの理解である。

中程度のボールには，面を形成した腕を動かさずに，ボー/レに対する角度を保ったまま脚の伸

展動作を中心にボールを面に当てる「送り出し動作Jの理解である。ここでの認識内容は，形

成した商を壊さずにボール(コース)との角度を正確にとることと，主として藤の伸展の調節

によってボールの距離と方向を支配できるといっ理解である。スピードのある強いボールのコ

ンタクト時には，両肩を接近させて腕をさらに伸展させ体幹とともに後ろやや上方ヘヲ1<動作

により衝撃を和らげられるという「緩衝動作」の内容の理解である。ここで、は，飛来するボー

ルに向かつて絶対に腕を振り出さないことの理解と両手を強く組み函を崩さないことの理解で

ある。初心者には，早いスパイクやサーブを出さないことが原別であるが，対応への認識形成

は大切で、ある O

アン夕、、ーハンドパスの技術指導は，筆者が知る限りではあるが，殆どは一人での緩いボール

の打ち上げか，短い距離での腕の振り動作による相手(目標)への送球動作の指導から導入し

ているのが主流であり，学習者には，下から腕を振る動作がステレオタイプ北されやすい。ボー

ルの早さの違いによる技術内容の多操さに対する認識を深めるには，緩いボールに対しでも，
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まずは，椀を静止させた状態か，または少しヲ|く動作でボールを止める学習から，すなわち，

「緩いボールの緩衝技術」の学習から始めるべきだと考える。それは，ボールコンタクト時の腕

とボールとの衝撃や反力の実感は，腕を振って確かめるよりも静止させて当てて確認するほう

が分かりやすいし，膝の伸展によって「ボールを送る技術」の学習へと発展させやすいと考え

るからである。

O終末局面の教育内容

この局面で大切な内容は，緩いボールや中程度のスピードのボールでは，ボールコンタクト

後も，両腕の振り上げを抑制させながら，しばらし膝，股関節の伸展を継続し上体を目標方

向へ近づ、ける動作である。このことによって目標方向へのボールのブレが抑えられるからであ

る。

以上が，アン夕、ーハンドパスの三局面における最小限の教育内容(技術内容)と考えている

が，いうまでもなしこれらの技術私学習者の技能のレベルの進展によって，時間的，空間

的，力動的な内容の広がりと深まりを持たせていかなければならない。

2.教材構成の視点

ここでは，運動技術の学留における教材とl丸、教育内容としての客観的な技術を確実に認識，

習得するために学習者が直接働きかける運動材(運動課題Yと規定し，オーバーハンドパス及
び，アンダーハンドパスの教材構成の視点とその順序構造を示す。

須田と鈴木は，教材の構成にあたっては i教育内容の構造を全額的に正確にになうものとし

て構成される必要がある」とし，しかもそれは「子どもたちが五官や運動器官や……思考力を

用いてその対象を分析したり総合したりする…・・ことを確実に容易になしうる性質J を持つ必

要があるとし，前者を教材の「典型性」と呼ぴ，後者を教材の「具体性」と呼んでいる。剖)

運動学習は，まさに「五官や運動器官や思考力Jが全面的に最大に発揮される学習であり，

その教材構成にあたっては，まずもってこの「典型性」と「具体性」を重視し iわかる対象J

を明確にし「できる」ことがそのつど実感できる教材を位龍づける。第二に，学習の超点に，

準備局間における中核的技術を含んだ運動材が細かいステッブで構成される必要がある。初心

者は，直接的に目的を達成する玉要局面に意識が集中しやすく，準備局面の動作技術がおろそ

かになり誤まるのが一般的傾向である。準備局面が，次に続く主要局面を規定するという

牲がしっかりと認識されていく教材の配列が求められる o 第三に，その準備局面の中核的技術

の認識・習得を前提に，それを核にしながら主要局面(及び終末局面)の技術を含んだ教材を

段贈的に位霊づけ，三局面を確実に融合させてゆけるように構成する。そして，第四に，以上

のどの教材も，時間的，空間的，カ動的条件を漸次的に発展させることを通して，先述した教

育内容がすべての学習者に確実に獲得されていくように構成する。

注1)このことに関しては，江刺主字放「体育教材のシステム・アナリシスー教材編成の視点と課題J (萩JJR1二他

繍「知覚一運動行動のシステム分析J，不味堂出版， 1976年所i奴)や悶氏の「体育科教育における学習内容

と教材に隠する研究(l)J (中国間国教育学会綴「教脊学研究紀聖書J30， 1984年)，及び，岩自立青「戦後の体

育科教脊なおける教材概念の検討J (筑波大学体育科学系紀要12，p.49-57， 1989年)や同氏の「体育科の

教材づくり論J (竹町清彦他編「体育科教育学の探究J，大修館書庖， p.223-253， 1997年所収)などの論

文に詳しい。
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注2)井芹武二郎「水泳教材についてj，鈴木秀一編「良い教材・懇い教材j，日本様準， 1985王手。

注3)須悶勝彦，鈴木秀一「義礎学カの指導過程j，城丸主義夫，大槻健綴「日本の教脊6j，新日本出版， 1976 

年所収。

おわりに

本稿は本来ならば，具体的な教材の構造と教授プログラムを示す予定であったが，紙幅と時

間の関係で次臨を期す。大学における体育の授業(本学では体育学A'B)の運動教材の学習は，

多く見ても 10-12コマ(1コマ 90分)である o 学習者が，バレーボールの個別技術の集中的

な学習に費やせる時間は，筆者の授業ではか、イダンス後のはじめの2コマ(計100分程度)と

毎時間の前半20分(8コマ計160分)程度であり，後は戦術練習や練習ゲームの中で実践的に

学習することとなる。それでも，本稿で示したような認識対象を明確にして学習させると，全

く粗形態も獲得していなかった女子学生でも，最後のリーグ戦のゲ…ムの中で，抑制の効いた

アンダーパスやオーバーハンドでのトスを必要な時に使うようになる。

班ノートや毎時間のレポートで初心者たちは r指先に当たるのが怖くてアンダーばかりで返

していたが腕と藤でクッションのように吸い込むと痛く無くて使えるようになった (S.O)j， 

「腕だけでなく膝を中心に体全体で押し出すように心掛けたらコート内にほとんど返せるよう

になった(K.S)j などの声が，また，経験者の一人は，内きたボ…ルを手に吸い込むように受

lすその反動で返すグという方法は全く知らなかった。部活でやってた時も指で直に返していた。

・・こうすると苦手意識が薄れ，実際に遠くへ柔らかく相手が受けやすい(アタックしやすい)

オーノてーノfスがたった 90分の技業でできるようになった。(なりつつある)(Y.Y) jと書いて来

ている。

最後に，今後の課題をあげておく。一つは，こうした個別技術の認識・習得の時間と頻度を

年令，性，綾験時間，現在のレディネスを押さえたうえで実銭的に明確にすること。第ニに，

本稿で明らかにした教育内容にもとづく教材を構成し初心者に限定した実験授業を実識し教授

プログラムの精度を高めることなどである。
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